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１．最上町の町政紹介 

 

【最上町の地勢】 

最上町は山形県の北東部に位置し、周囲を奥羽山系の山々に囲

まれています。町の総面積３３０．３７ｋｍ2 のうち、８１％に

当たる２６６．５３ｋｍ2が山林になっています。市街地は町域

中央部の盆地（小国盆地）に形成されており、管理橋の多くは、

この町域中央部に架橋されています。 

 

【最上町の気候】 

気候的には寒冷多雨で、夏季には東風が吹きぬけ、冬季は多雪

で町全域が特別豪雪地帯となっており、山間部へ向かう路線の

多くは降雪期に冬期閉鎖となります。また、盆地地形に位置す

るため、冬は気温も低く、朝と夜の気温差が大きい気候になっ

ています。このため、コンクリート部材においては、凍害など

積雪寒冷地特有の損傷により劣化が進行しています。 

 

 

【最上町の人口】 

平成７年の人口は１２､１７４人であったが、

平成１７年では１０，７６１人、平成２３年

では９，９８７人、令和 7 年現在では７，１

４４人と年々減少傾向にあります。 

また、６５歳以上の高齢者の人口は、全体の

約３割以上であり、全国や山形県と比較する

と人口に占める高齢者の割合が高くなってお

り、高齢化が進んでおります。 

 

【最上町の交通】 

最上町では１世帯あたりの自動車保有台数

が２．７台と高く、町民生活の中での自動車 

への依存度が大きくなっています。 

最上町の位置 

最上町の人口 

最上町ホームページより 

全国、山形県、最上町の人口構成 

 

各ホームページより 
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２．長寿命化修繕計画の背景・目的 

 

（１）背景 

○最上町が管理する橋梁６５橋のうち、高齢化橋と言われる橋齢５０年を超えた橋梁は、４８％（３

１橋）ですが、２０年後には８９％（５８橋）となり、半数以上の橋が高齢化橋となってしまい

ます。今後、これらの橋梁に対して、これまでの「対症療法的維持管理」を継続した場合、維持

管理コストが非常に高くなり、適切な維持管理が困難になる恐れがあります。 

※Ｒ８．３．２時点で町が管理する橋梁は６５橋 

○最上町の地形が盆地となっていることから、冬は気温が低く、朝と夜の気温差も大きい気候にな

っているため、コンクリート部材においては、凍害など積雪寒冷地特有の損傷により劣化が進行

しています。（最上町では凍結抑制剤の散布はなく、除雪車により除雪を行っています） 

○点検および診断の結果、補修が必要または望ましい橋梁の割合は４２％あり、適切な維持管理を

行わないと通行止めや通行規制が必要な橋梁が今後、増加する恐れがあります。 

○最上町では１世帯あたりの自動車保有台数が２．７台と高く、町民生活の中での自動車への依存

度が大きいため、日常の生活をおくる上で橋は重要な役割を担っています。 

○近年多発する地震や大雨のような災害時に輸送路や避難路を保つことは、町民の暮らしにおける

安全・安心を確保するうえで重要な課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目的 

前記のような背景から、主に以下の３つの項目を主目的として、長寿命化修繕計画を策定します。 

①長寿命化およびコスト縮減 

これまでの対症療法的な対応から計画的かつ予防保全的な対応に転換することにより、橋梁の長

寿命化を図るとともに、トータルとしての維持管理費用の増大を抑制する。 

②予算の平準化 

計画的な維持管理を行い、補修工事の早めの実施等により、将来における維持管理費用の集中を

抑制する。 

③道路ネットワークの安全性・信頼性の確保 

橋梁点検や修繕・架け替えを計画的に進め、事故等につながる損傷を早期に発見するとともに、

生活や一般交通に支障を及ぼさないよう橋梁を最適な状態に保ち、道路ネットワークの安全性、

信頼性を確保する。 

42橋, 63%

25橋, 37%

20年後（2031年）

11橋 , 16%

56橋 , 84%

現在（2011年）  

架設後 50 年 以上

架設後 50 年 未満

計画策定時 
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３．健全度の把握及び老朽化対策における基本方針 

 

１）管理区分の設定 

○ライフサイクルコスト（供用後９０年程度のトータルコスト）を考慮し、橋梁諸元や構造形式、架

橋条件を踏まえた４つの区分を設定します。 

図 3-1 管理区分選定フロー 

 

※ボックスカルバートへの構造変更は、「道路土工 カルバート工指針」の一般的な適用範囲（Ｂ

＝１～６．５ｍ）のうち、５ｍを目安値としました。 

※ボックスカルバートへの構造変更は、現地の状況等を踏まえ継続的補修の実施（対症療法的措

置）と比較のうえで決定します。 

※「Ⅲ」の損傷とは、早期に措置が必要な状態（早期措置段階）を示します。 

 計画的な維持管理の推進: 定期点検結果に基づき、橋梁の状態を正確に把握し、中長期的な修繕・更新計画を

策定します。 

 ライフサイクルコスト（LCC）の縮減: 損傷が軽微な段階で早期に補修を行うことで、大規模な改修や架け替えの

時期を遅らせ、トータルの財政負担を軽減します。 

 安全性・信頼性の確保: 第三者被害の防止や交通ネットワークの信頼性を維持するため、安全性に影響する変

状を優先的に対策します。 

 持続可能な体制づくり: 効率的かつ着実な実施に向け、自治体等における点検・診断・対策の一連のプロセスを

継続的に改善します。 

７ 

65 
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予防保全型（戦略的管理）橋梁（７橋）の例 

長大橋（橋長 90m 以上）である下白川橋、絹出橋、絹出橋歩道橋、義経大橋、耐候性鋼材橋であ

る薬師原橋、清水沢橋、親倉見橋については、架け替えや大規模補修が難しいことから、点検頻

度を増やすなど重点的に維持管理を実施（目標寿命１２０年を目指す/一般的な橋梁の寿命の 2倍

程度）します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）健全度の把握 

【橋梁点検】 

○山形県橋梁点検要領(案)に基づいた定期点検の実施（対象：全管理橋梁） 

管理区分や補修工事の実施状況に応じて、以下に示す時期またはサイクルで点検を実施します。 

・予防保全型（戦略的管理）橋梁：標準点検（近接）1回／5 年 

・予防保全型（戦略的管理）以外の橋梁：標準点検（近接）1 回／5年 

・新設橋梁：竣工後 2 年目 

 

○異常時点検の実施（対象：全管理橋梁） 

・地震や大雨など災害が発生した際に実施します。 

 

○橋梁パトロールの実施（対象：対処療法型（計画的更新）橋梁、冬期閉鎖路線に架かる橋梁） 

・町職員が実施し、早期措置段階（Ⅲ）が生じているが、ただち（次回点検まで）に事業化出来

ない場合、１年サイクルで損傷の進行性を継続確認し、更新が事業化されるまで安全確保上最低

限の対策を実施します。 

（対策時期・工法については、山形県県土整備部による技術助言を受けます） 

・冬期閉鎖路線に架かる橋梁は、閉鎖解除前に目視点検を行い、橋梁の安全性を確認します。 

若神子跨線橋 

長大橋 下白川橋  

長大橋 

跨道橋 

義経大橋 長大橋 

清水沢橋 

耐候性鋼材橋 

薬師原橋 

耐候性鋼材橋 

親倉見橋 

耐候性鋼材橋 

絹出橋、絹出橋歩道橋 
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【橋梁診断】 

橋梁点検結果をもとに対策の必要性および、対策時期を適切に判断するため、対策区分に従い橋梁

診断を専門家が実施します（山形県県土整備部による技術的助言を受けて診断を行います）。 

 

表 3-1 対策区分 

診断結果の判定区分 
状態 

判定（旧） 判定（新） 段階 

OK Ⅰa 

健全 

構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態 

Ⅲ Ⅰb 
構造物の機能に支障が生じておらず、当面措置の必要はないが、予

防措置の観点から状況に応じて措置を講ずる場合もありうる状態 

Ⅱ Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障は生じていないが、予防保全の観点から措置を

講ずることが望ましい状態 

Ⅱ+ 
Ⅲa 

早期措置段階 

道路橋としての構造安全性への影響はないが、第３者被害等の観点

で、早期に措置を講ずるべき状態 

Ⅲb 
構造物の機能（主として道路橋としての構造安全性）に支障が生じ

る可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅰ Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、

緊急に措置を講ずべき状態 

 

【特別点検、詳細調査】 

橋梁診断により、特別点検、詳細調査が必要と診断された橋梁について専門家が実施します。 

 

３）日常的な維持管理の実施 

○軽微な損傷や機能不全及び漏水に対しては、予防保全的措置として簡易な予防対策を行い、劣化要

因を早期に除去します。 

・高圧洗浄による排水桝、排水管の土砂詰まりの解消及び橋座面の堆積土砂の撤去 

・張出し床版先端や橋脚梁部への水切りの設置や伸縮装置からの漏水の導水処理 

・高欄等の軽微な腐食や塗膜傷などのタッチペイント等による再塗装 

 

○鋼橋の支承部は大きな地震の際に損傷しやすいため、徒歩や梯子で支承部に容易に近接出来ない鋼

橋については検査路を設置します。（虹の橋） 

 

○地域住民と連携して、橋を守るための取組み（清掃，草刈り）の実施を今後検討していきます。 

 

４）技術者（町職員、施工業者）の育成 

○山形県等が主催する橋梁点検や補修に関する講習会等に参加し、橋梁の劣化損傷特性、点検技術手

法、対策工法の選定などの知識や見識を深め、日常管理に役立てます。 

 

○山形県が主催を計画している補修工事に関する講習会に地元施工業者の積極的な参加を促し、補修

工事の品質向上に役立てます。 
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４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替え、集約・撤去に係る費用縮減に関する基本方針 

 

○損傷が深刻化して大規模な修繕を実施する事後保全から、定期的に点検を実施して損傷が深刻化する

前に修繕を実施する予防保全への転換を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 事後保全から予防保全への転換のイメージ 

 

○橋梁長寿命化修繕計画に基づく、初回修繕工事の際は全ての橋梁について、防水対策（伸縮装置の非

排水化、橋面防水層設置）を実施し、橋梁の耐用年数の延伸を図ります。 

○高耐久性塗装（鋼部材）やコンクリート塗装、支承の金属溶射等、機能や効果を長い期間持続出来る

材料を使用し、塗り替え回数を減らすことにより修繕費用の縮減を図ります。 

○損傷が著しく架替または構造変更を行った方が経済的な橋や架替または構造変更により維持管理費

用を低減出来る型式の橋（橋長5m未満の小規模橋、パイルベント形式）については、橋梁点検により

損傷の状況を確認しながら順次更新の検討を行います。 

○将来的には、全ての橋梁について予防保全型管理に移行することを目指します。 

○修繕計画の当初は、事後保全的な補修を実施していきますが、早期措置段階（Ⅲ）が生じているが、

ただちに（次回点検まで）事業化出来ない場合、１年サイクルで損傷の進行性を継続確認し、損傷が

著しく進行する場合は直ちに事業化を行います。 

 ネットワーク機能の確保と最適化 

 地域住民の生活や避難等に必要な機能を維持しつつ、周辺の橋梁との役割分担を考慮し、本

当に必要な橋梁を見極めます。利用頻度の低い橋梁や近接して複数存在する橋梁について、

集約（架け替えによる一本化など）や撤去を検討します。 

 トータルコストの縮減（LCC の最小化） 

 将来的に更新が必要となる多数の橋梁をそのまま維持し続けた場合、自治体の財政を圧迫し

ます。不要不急の橋梁を撤去・集約することで、中長期的な維持管理・更新費用の総額を大

幅に削減します。 

 合意形成と計画的な推進 

 橋梁の集約や撤去にあたっては、地域住民の利便性や安全な迂回路の確保、関係機関との調

整が不可欠です。事前の十分な説明と合意形成を図りながら、個別施設計画などに位置づけ

て計画的に進めます。 

「守るべき橋」の長寿命化を進める一方で、「減らすべき橋」を計画的に集約・撤去することは、これから

の持続可能なインフラ管理において極めて重要なアプローチとなっています。 
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○点検、診断、修繕の橋梁マネジメントサイクルを定着化させ、効率的・効果的な維持管理を実施しま

す。 
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6．橋梁長寿命化対策における新技術等に関する基本方針 

 

 

 点検・調査の効率化と高度化 

 ドローン、AI 画像解析、ロボット、非破壊検査などの新技術を活用し、近接目視

が困難な箇所の点検や、作業員の安全確保・省力化を図ります。 

 補修・補強における長寿命化技術の適用 

 高耐久性材料や新工法を用いることで、従来よりも部材の寿命を延ばし、将来の

メンテナンス頻度やトータルコストを削減します。 

 CIM/BIM やデータ活用の推進 

 橋梁の点検履歴や図面等の情報をデジタル化・一元管理し、維持管理の効率化や

次回の修繕計画の精度向上につなげます。 

 新技術導入への環境整備 

 国などが示す活用ガイドラインや新技術データベース（NETIS 等）を参考にし、

現場の条件に適した技術を適切に選定・試行します。 

新技術を活用することで、点検の精度を保ちつつ作業負担を大幅に軽減し、持続可能な橋梁の

維持管理体制を構築することを目標とする。 
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５．計画の概要 

 

１）対象橋梁 

平成２３年度の長寿命化修繕計画は、全管理橋６７橋（ボックスカルバート等含む）について計画を

策定しました。（Ｒ８．３．２時点で町が管理する橋梁は６５橋） 

ボックスカルバートも道路を構成する一部であり、常に健全性を把握する必要があるため、長寿命化

修繕計画の対象としました。 

 

２）点検結果より診断した管理橋梁の現在の状態 

全管理橋梁６５橋（R８.３.２）を診断した結果を「緊急対応や補修が必要または望ましい橋」、「補

修が当面不要あるいは補修が不要な橋」に分類しました。 

最上町が管理する橋梁のうち、緊急対応や補修が必要または望ましい橋の割合は４２％（２７橋）

でした。これらの橋梁については、今後１０年間で対策を行います。 

 

緊急対応や補修が必要または望ましい：２７橋（４２％） 

・判定区分Ⅳ(緊急措置段階)：０橋 

・判定区分Ⅲ(早期措置段階)：３橋 

・判定区分Ⅱ(予防保全段階)：２４橋 

補修が当面不要あるいは補修が不要な橋：３８橋（５８％） 

・判定区分Ⅰ(健全)：３８橋 

 

※今後、５年ごとの定期点検を行い、管理橋梁の状態を継続的に把握するとともに診断結果の更

新を行います。 

 

３）計画内容 

○補修計画 

・鋼製の防護柵については、緊急措置段階（判定区分Ⅳ）、早期措置段階（対策区分Ⅲ）、予防保全段

階（判定区分Ⅱ）と評価された橋梁について、更新を行います。 

・コンクリート製の防護柵については、現在の基準（安全性）を満たす鋼製の防護柵に順次更新を行

います。 

 

 

 

 

 

 

写真 5-1 コンクリート製防護柵 
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・診断において、緊急措置段階（判定区分Ⅳ）、早期措置段階（判定区分Ⅲ）予防保全段階（判定区

分Ⅱ）、予防措置の観点から状況に応じて措置を講ずる場合もありうる状態（判定区分Ⅰｂ）と評

価された橋梁は、対策の緊急性、損傷を受けた部材の重要性、路線の重要性、管理区分を考慮し、

事業の優先順位を定めました。 

 

 

表 4-1 対策優先度順位 

 

 

 

点検・診断
(損傷あり)

Ⅰ対策区分 ① 緊急対応

Ⅱ対策区分 +
主構・床版に
生じた損傷

支承・下部工に
生じた損傷

② 工事(重要度1考慮)

③ 工事(重要度1考慮)

Ⅱ対策区分 
主構・床版に
生じた損傷

支承・下部工に
生じた損傷

⑤ 工事(重要度1考慮)

⑥ 工事(重要度1考慮)

④ 工事(重要度1考慮)

⑦ 工事(重要度1考慮)

補修優先順位

主構・床版に
Ⅱ生じた損傷( +)

YES

YES YES

YES YES

YES

YES YES

YES

NO

NO

NONO

NO

NO NO

NO

重要度1

① 町道1級(重要度2考慮)

② 町道2級(重要度2考慮)

③ その他道路(重要度2考慮)

優先順位

重要度2

①予防保全型(戦略的)管理

②予防保全型管理

③ 対症療法型管理

優先順位

対症療法型
(計画的更新)

NO

⑪ 工事(重要度1考慮)

⑫ 工事(重要度1考慮)

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ橋梁      
(事業化まで年1回継続)

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ橋梁      
(事業化まで年1回継続)

定期点検
(5年または3年サイクル)

Ⅲ対策区分 
主構・床版に
生じた損傷

支承・下部工に
生じた損傷

⑧ 工事(重要度1考慮)

⑨ 工事(重要度1考慮)

⑩ 工事(重要度1考慮)

YES YES

YES

NO NO

NO

Ⅳ 

Ⅲ 

Ⅲ 

Ⅰｂ 
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○架替（構造変更）計画、管理方針の検討 

・「損傷が著しく、補修では必要な安全性が確保出来ない橋梁あるいは、架替（構造変更）を実施す

る方が補修よりもコスト縮減に繋がる橋梁（判定区分Ⅳ）」は架替（構造変更）または今後の管理

方針の検討を行います。 

・令和７年度の定期点検の結果、損傷が著しく、地震に対しても弱い構造の富沢橋（人道橋）につい

ては、現在通行制限を設けておりますが、点検・修繕・更新等に係る中長期的な費用等を考慮し令

和１１年度の５巡目点検までに、施設の撤去を検討します。 

・「早期に補修が必要（判定区分Ⅲ）」と判定した橋梁のうち対処療法(計画的更新)管理の橋梁につい

ては、次回点検まで橋梁パトロール（1 回/年)を継続的に実施し、損傷の進行性を継続観察し、更

新が事業化されるまで安全確保上最低限の対策を実施します。 

・「早期の補修が望ましい（判定区分Ⅱ）」または、「予防措置の観点から状況に応じて措置を講ずる

場合もありうる状態（対策区分Ⅰｂ）」と判定した橋梁のうち対処療法(計画的更新)管理の橋梁に

ついては、直ちに補修は行わず、次回点検時に損傷の進行を確認し、再診断を行います。 

 

○長寿命化計画 

・計画の当初は対症療法型の管理を実施していきますが、補修が必要な橋梁や架替えが必要な橋梁の

工事と簡易的な予防対策を平行して行い、全ての橋梁について予防保全型管理に移行していきます。 

・橋長９０ｍを超える下白川橋、絹出橋、絹出橋歩道橋、義経大橋、耐候性鋼材橋である薬師原橋、

清水沢橋、親倉見橋については、予防保全的な工事と併せて、点検頻度を増やすなど重点的な維持

管理を行います（目標耐用年数１２０年）。 

・ひびわれ（遊離石灰を伴う）が、特に目立ったＰＣ橋については橋長や架橋条件によらず、全てのＰ

Ｃ橋について予防保全型管理とし、今後、損傷が進行しないよう維持管理を行います。 

・予防保全的な工事（伸縮装置非排水化、橋面防水、支承金属溶射、高耐久性塗装 等）を行うことに

より、橋梁の耐用年数を出来るだけ長くすることを目指します（目標耐用年数９０年）。 

・予防保全的な措置（路面や橋座面の土砂撤去、軽微な腐食の再塗装、検査路に設置等）を行うことに

より、部材の耐用年数を出来るだけ長くすることを目指します。 

・特定の年度に補修時期が集中し、補修予算が突出しないように、計画的な維持管理を行います。 

 

※補修計画・架替え計画については、最新の点検やパトロール結果を踏まえ、必要に応じて見直しを

行います。 
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６．長寿命化修繕計画による効果 

 

○平成２２年度、２３年度の橋梁点検に基づく試算によれば、橋梁長寿命化修繕計画に基づく計画的

な対策（５ｍ以上 予防保全型管理）を実施した場合、全橋梁を従来の「傷んでから治す管理（対症

療法型管理）」を継続した場合と比較して、今後５０年間で、３７．０億円→２２．３億円（▲１４．

７億円）となり、約３９．７％程度の縮減効果が見込まれます。 

○損傷が進行している橋が多かったため、補修のための事業費が多く発生していますが、早期に補修を

完了し、予防保全型管理を行うことにより、将来の事業費縮減を図ることが出来ました。 

今後は、継続的に橋梁点検を実施し、最上町の橋梁の劣化曲線を作成し将来の事業予測の精度を向

上させるとともに、予防保全的工事を計画的に行い更なるコスト縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

修繕・更新費（億円）

将来の事業費予測（50年間）

対症療法型管理

予防保全型管理

39.7%縮減
14.7億円

37.0 億円 

22.3 億円 
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７．今後の取組 

 

○基本方針 

 管理する橋梁について、機能縮小、集約化などの検討を行い、点検・修繕・更新等に係る中長

期的な費用の縮減を行い、維持管理の更なる高度化、効率化を目指します。 

 

○新技術等の活用の短期的な数値目標 

今後５年程度で管理する６５橋全てについて、修繕や点検等に係る新技術等の活用の検討 

を行うとともに、3 橋の橋梁で費用の縮減や事業の効率化等の効果が見込まれる新技術等の活用を

目指します。 

 ・ 今後 5 年程度で管理する橋梁の内 1 橋で新技術を活用し、往来技術と比較して約 4,500 千円

のコスト縮減を目指す予定です。 

 ・定期点検において、橋梁点検車及び高所作業車では点検が困難な橋梁については、高画素カメ

ラ等の新技術を導入し、従来より安全に省力化、効率化を図ることにより５年後の点検までに約

１割程橋梁度の点検費用削減を目標に努めていきます。 

 

○集約化・撤去の短期的な数値目標 

迂回路が存在し集約が可能な橋梁について、今後 5 年程度で 1 橋の集約化・撤去を検討します。

将来の維持管理コストを約 2,000 千円程度縮減することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

８．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

１）計画策定担当部署 

山形県 最上町 建設水道課 

２）意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

東北大学大学院工学研究科 久田 真 教授 

 



Ⅰa

Ⅰｂ

Ⅱ Ⅱ

Ⅲa

Ⅲｂ

Ⅳ Ⅳ

Ｂ列 Ｃ列 Ｄ列 Ｅ列 Ｆ列 Ｇ列 Ｊ列 Ｋ列 Ｐ列 Ｑ列 Ｒ列 Ｒ列-1 Ｘ列 Ｙ列 Ｚ列 ＡA列 ＡB列 ＡC列 ＡD列 ＡE列 ＡF列 ＡH列 ＡI列 ＡJ列 ＡH列 ＡI列 ＡJ列 ＡN列 ＡO列ＡP列 ＡQ列ＡR列ＡＳ列 ＡＴ列 ＡU列 ＡV列

緊急輸送
道路

鉄道 管理区分

一次、二
次、三 次、

無し

新幹線、そ
の他鉄 道、

無し

1 佐平橋 ｻﾍｲﾊﾞｼ 立小路線 1970 30.1 3.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲｂ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき・ 床版ひびわ
れ 地覆：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：剥離・鉄筋露出・うき 下部工：剥
離・鉄筋露出・うき

R7 Ⅰ R３.５修繕完了

2 清水澤橋 ｼﾐｽﾞｻﾜﾊﾞｼ 楯の内若宮線 1963 5 8.2 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲｂ
主桁：剥離・鉄筋露出・うき 床版：床版ひびわれ 防護柵：ひびわれ

R7 Ⅰ R5.3修繕完了

3 若宮橋 ﾜｶﾐﾔﾊﾞｼ 月楯若宮線 1979 16.6 7 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲｂ
床版：床版ひびわれ 下部工：漏水・滞水 沓座：モルタル欠損 防護柵：
腐食

R7 Ⅰ 　 R5.7修繕完了

4 ひの沢橋 ﾋﾉｻﾜﾊﾞｼ 片野黒沢線 1968 9.4 7 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲｂ
主桁：ひびわれ 床版：漏水・遊離石灰 地覆：剥離・鉄筋露出・うき 路
面：舗装の異常

R7 Ⅰ R2.12.修繕完了

5 稲坂橋 ｲﾅｻｶﾊﾞｼ 法田下鵜杉線 1995 28.1 3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲｂ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：腐食・防食機能の劣化 下部工：ひ
びわれ

R7 Ⅰ R6.4修繕完了

6 富沢橋 ﾄﾐｻﾜﾊﾞｼ 馬騎の原線 1935 113.8 1.2 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲｂ 主桁：腐食・防食機能の劣化 主桁：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：腐食
下部工：剥離・鉄筋露出・うき 下部工：漏水・遊離石灰

R7 Ⅲｂ 主桁：腐食・防食機能の劣化 主桁：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：腐食
下部工：剥離・鉄筋露出・うき 下部工：漏水・遊離石灰

〇 〇 修繕、撤去を比較検討した結果、撤去の方が安価であり、橋自体利用
も無いため、撤去とする

70000 全面通行止め

7 西ノ又沢橋 ﾆｼﾉﾏﾀｻﾜﾊﾞｼ 白川野頭線 1959 16.1 3.7 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅲa
床版：漏水・遊離石灰 下部工：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：一部亡失
路面：舗装の異常

R7 Ⅲa
床版：漏水・遊離石灰 下部工：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：一部亡失
路面：舗装の異常 〇 高欄補修 1000 単独費での施工

8 亀若大橋 カメワカオオハシ 瀬見温泉街線 1935 49.5 5.1 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 主桁：ひびわれ床版：剥離、鉄筋露出、うき下部工：ひび割れ R7 Ⅱ
2013年に全体の主桁断面補修が行われているが、桁側面に橋軸方向
のひびが生じている 未定

9 初ヶ沢橋 ﾊﾂｶﾞｻﾜﾊﾞｼ 楯の内若宮線 1963(推定) 7.3 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 地覆：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：変形・欠損
下部工：漏水・滞水

R7 Ⅰ

10 とうあい橋 ﾄｳｱｲﾊﾞｼ 楯の内若宮線 1963(推定) 8.4 7 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 地覆：変形・欠損 防護柵：変形・欠損 下部工：漏
水・滞水

R7 Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 地覆：変形・欠損 防護柵：変形・欠損 下部工：漏
水・滞水

未定 2797

11 下白川橋 ｼﾓｼﾗｶﾜﾊﾞｼ 若宮最上温泉線 2008 159.3 10 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 主桁：ひびわれ 床版：漏水・遊離石灰 R7 Ⅱ 主桁：ひびわれ 床版：漏水・遊離石灰 未定

12 松の木坂橋 ﾏﾂﾉｷｻｶﾊﾞｼ 上鵜杉中学校線 1971 25.7 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：剥離・
鉄筋露出・うき 防護柵：腐食 下部工：漏水・滞水 支挙：土砂詰り有り

R7 Ⅱ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：剥離・
鉄筋露出・うき 防護柵：腐食 下部工：漏水・滞水 支挙：土砂詰り有り

未定

13 松根橋 ﾏﾂﾈﾊﾞｼ 松根堺田線 1989 17.7 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 高欄：腐食・防食機能の劣化
その他：橋名板(漢字表記) 亡失

R7 Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 高欄：腐食・防食機能の劣化
その他：橋名板(漢字表記) 亡失

未定

14 水無沢川橋 ﾐｽﾞﾅｼｻﾜｶﾜﾊﾞｼ 片野黒沢線 1977 16.8 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：変形・
欠損 防護柵：変形・欠損 支挙：アンカーボルトゆるみ

R7 Ⅱ 主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：変形・
欠損 防護柵：変形・欠損 支挙：アンカーボルトゆるみ

未定 7320

15 万年坂橋 ﾏﾝﾈﾝｻﾞｶﾊﾞｼ 横川白川端線 1972 23.6 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R２ Ⅱ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：変形・
欠損 防護柵：変形・欠損 下部工：漏水・滞水

R7 Ⅰ R3.11修繕完了

16 薬師原橋 ﾔｸｼﾊﾗﾊﾞｼ 薬師原鵜杉線 1997 66.3 8 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R２ Ⅱ
床版：漏水・遊離石灰 床版：床版ひびわれ 高欄：変形 舗装：舗装の異
常

R7 Ⅰ 令和４年修繕完了

17 仲神橋 ﾅｶﾐﾊﾞｼ 仲神小倉見線 1973(推定) 3.5 3.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 床版：剥離・鉄筋露出・うき 伸縮装置：漏水・滞水 R7 Ⅱ
前回点検から進展しておらず経過観察とする

未定

18 虹の橋 ﾆｼﾞﾉﾊｼ 赤倉保育所線 1965 46 3.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 床版：漏水・
遊離石灰 床版：床版ひびわれ 防護柵：変形・欠損 下部工：剥離・鉄筋
露出・うき 下部工：漏水・遊離石灰

R7 Ⅰ 令和６年修繕完了

19 湯ノ原橋 ﾕﾉﾊﾗﾊﾞｼ 湯の原末沢線 1982 64.4 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R２ Ⅱ

主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 床版：床版ひ
びわれ 防護柵：変形・欠損 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅰ

20 内野橋 ｳﾁﾉﾊｼ 前野沢線 1975 18.5 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 床版：床版：
床版ひびわれ 地覆：変形・欠損 防護柵：変形・欠損

R7 Ⅱ
張り出し床版部に剥離・鉄筋露出が点在する。鋼部材の広範囲な防食
機能の劣化。伸縮装置からの漏水。再塗装、支承防錆、伸縮装置交換
が望ましい

未定 4507

21 清水沢橋 ｼﾐｽﾞｻﾜﾊﾞｼ 前森1号線 1986 27.5 5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
主桁：防食機能の劣化 床版：漏水・遊離石灰 床版：床版ひびわれ、漏
水・ 遊離石灰 地覆：ひびわれ 防護柵：防食機能の劣化

R7 Ⅱ

床版の漏水・遊離石灰範囲が進行している。伸縮装置からの漏水。

未定 8,024

22 初ケ沢一号橋 ﾊﾂｶﾞｻﾜｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 初ケ沢一号線 1963(推定) 3.5 3.8 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 主桁：剥離・鉄筋露出・うき 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅱ
下部工の吸出しによる損傷は応急処置をしているが構造安全性が確
実とは言えない。予防保全の観点から状況による措置の検討

未定

23 片野橋 ｶﾀﾉﾊﾞｼ 片野線 1980 15.6 3.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
床版：漏水・遊離石灰 地覆：変形・欠損 防護柵：剥離・鉄筋露出・うき
下部工：漏水・滞水

R7 Ⅱ
床版間詰Coの遊離石灰、下部工への漏水、橋面や伸縮装置部の防水
不良による損傷範囲の進行。防水工、伸縮装置交換の措置が必要。

未定 7,331

24 穴口橋 ｱﾅｸﾞﾁﾊﾞｼ 穴口線 1983(推定) 5.3 5.3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R２ Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 地覆：剥離・鉄筋露出・うき 防護柵：変形・欠損
下部工：漏水・滞水

R7 Ⅱ
床版に確認された遊離石灰は前回と変わらない。地覆部の露出鉄筋
は今後強度不足に陥ることが懸念される。機能障害に陥るような損傷
ではないため、経過観察とする

未定 3,095

25 一之沢橋 ｲﾁﾉｻﾜﾊﾞｼ 瀬見線 1930 7 5.1 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
主桁：ひびわれ 主桁：剥離・鉄筋露出・うき 床版：漏水・遊離石灰 防護
柵：剥離・鉄筋露出・うき

R7 Ⅱ
床版および主桁に見られる損傷は、前回と比較しても大きな損傷は見
られない。高欄前回点検から進行はしているものの、機能不全には
至っていない。交通量も少ないことから、経過観察とする。

未定 4,075

26 親倉見橋 ｼﾝｸﾗﾐﾊﾞｼ 薬師原親倉見線 1987 36.8 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ

主桁：腐食・防食機能の劣化 床版：漏水・遊離石灰 床版：床版ひびわ
れ 防護柵：腐食・防食機能の劣 化

R7 Ⅲｂ

伸縮装置が排水構造であるため雨水が主桁端部に直接水掛かりし、
端部主桁、支承本体に層状の腐食が生じている。端対傾構では腐食に
よる断面欠損が生じている。伸縮装置交換により雨水の侵入を断ち主
桁・支承の塗装、対傾構交換を行うことが望ましい

〇 〇
鋼部材再塗装、横構交換、鏡面防水、橋面舗装、支承金属溶射、伸縮
装置交換、排水管交換、銘板工、詳細設計

40,000
R9実施設計
R10本工事

27 浪沢橋 ﾅﾐｻﾜﾊﾞｼ 浪沢線 1987(推定) 10 3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 主桁：防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：変形・欠損 R7 Ⅱ
床版ひび割れや剥離鉄筋露出うきは局所的であり前回点検と比較して
進展はない。主桁も同様で進行はしているが、軽微である。支承は腐
食しているものの、固着はしていない。伸縮装置からの漏水は見られる
が、大きな進展は見られない。経過観察とする。

未定

28 野頭橋 ﾉｶﾞｼﾗﾊﾞｼ 白川野頭線 1959(推定) 3.1 4.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 床版：剥離・鉄筋露出・うき 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅱ
床版で確認された剥離鉄筋露出は被り不足によるものであるが、前回
点検と比較して進展は見られない。下部工で見られるひび割れは機能
性に問題はない。伸縮装置からの漏水は現段階で他部材に影響はな
い。経過観察とする

未定

29 熊の前橋 ｸﾏﾉﾏｴﾊﾞｼ 萱場線 1975 31.1 3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R２ Ⅱ
床版：漏水・遊離石灰 地覆：変形・欠損 防護柵：変形・欠損 下部工：剥
離・鉄筋露出・うき

R7 Ⅱ 床版の間詰Coより遊離石灰の滲出、伸縮装置部からの漏水は確認さ
れるが、機能に障害はない。予防保全の観点で床版防水、下部工補
修、伸縮装置交換、高欄局部補修の措置を講ずる事が望ましい

未定 2,652

【橋梁個別施設計画】(令和8年３月更新)

○平成26年３月に公布された「道路法の一部を改正する法律」及び「道路法施工規則の一部を改正する省令」 により、２m以上のすべての橋梁に関し、５年ごとの近接目視によ
る点検が義務付けられています。

橋梁全
体の 判
定区分

　　　　　所見等 ※変状・損傷の概要 ※判定区分Ⅱ以上を記載

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
道路橋としての構造安全性への影響はないが、第３者被害等の観点で、早急に措置を講ずるべき状態

構造物としての機能(主として道路橋としての構造安全性)に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

道路橋名 ﾌﾘｶﾞﾅ 路線名
R12都道府県名

○最上町が管理する橋梁について、「橋梁個別施設計画」に基づき、補修を実施し、点検結果および状況を反 映しながら、見直しを行います。

○橋梁点検の判定区分

区分 内容

Ⅰ 健全
構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態

構造物の機能に支障が生じておらず、当面措置の必要はないが、予防保全の観点から状況に応じて措置を講ずる場合も あろうる状態

予防保全段階

架設 年次
(西暦)

橋長
(ｍ)

幅員
(ｍ)

R10

点検記録(3巡目)

点検実
施 年度

点検記録(２巡目)

管理者
名

行政区域
当該道路
橋 緊急輸
送道路の

種類

道路橋下条件(跨いでいるもの)

R13
点検実
施 年度

橋梁全
体の 判
定区分

点検計画

R8 R9 R10 R11

概算修繕金
額 (千円)

備考
市区町村名 H27 R2 R7 R11

　　　　　修繕内容 ※未定の場合は「未定」と記 載 ※判定区分Ⅱ以上
を記載

　　　　　所見等 ※変状・損傷の概要 ※判定区分Ⅱ以上を記載 R7 R8 R9 R12 R13



30 太郎田橋 ﾀﾛｳﾀﾞﾊﾞｼ 下白川豊田線 1979 20.7 5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ
主桁：防食機能の劣化 床版：剥離・鉄筋露出・うき 床版：床版ひびわれ
防護柵：変形・欠損 伸縮装置：路面の凹凸

R7 Ⅱ Co部材で確認されるひび割れは、乾燥収縮性のものと思われる。主桁
の防食機能の劣化は腐食に移行しているが軽微である。伸縮装置から
の漏水は前回点検と比較して進展はなく、経過観察とする。

未定 18,209

31 背坂橋 ｾｻﾞｶﾊﾞｼ 上満沢中線 1968 7.3 6.5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅱ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 防護柵：剥離・鉄筋露出・う
き

R7 Ⅱ
橋梁全体として、軽微な損傷は確認されるが、構造物に支障は出てい
ない。措置の必要がない状態である。

令和5年修繕完了

32 畑の沢橋 ﾊﾀﾉｻﾜﾊﾞｼ 前森向町線 1967(推定) 6.9 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅰ

33 森ノ越橋 ﾓﾘﾉｺｼﾊﾞｼ 大堀谷地線 1989(推定) 6.3 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 地覆：変形・欠損 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅰ

34 合の山橋 ｱｲﾉﾔﾏﾊﾞｼ 上満沢萱場線 1983 6.3 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 地覆：変形・欠損 防護柵：変形・欠損 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅰ

35 背坂橋 ｾｻﾞｶﾊﾞｼ 上満沢萱場線 1983 10.4 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 地覆：変形・欠損 R7 Ⅱ
橋台基礎底面つま先部の洗堀は構造物の機能に支障を生ずる可能性
があるが、下流側に洗堀防止の袋詰め玉石が設置されており、早期の
対策が予定され、機能の改善が見込まれていることから判定Ⅱとする。

未定

36 上横川橋 ｶﾐﾖｺｶﾜﾊﾞｼ 法田中鵜杉線 1987 24.8 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 床版：床版ひびわれ 地覆：変形・欠損 防護柵：
腐食・防食機能の劣 化 下部工：漏水・滞水

R7 Ⅱ 伸縮装置からの漏水。 未定

37 下沢原橋 ｼﾓｻﾜﾗﾊﾞｼ 東法田向町線 1994 9.5 5.9 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ
床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 防護柵：変形・欠損 伸縮装
置：路面の凹凸

R7 Ⅰ

38 沢原橋 ｻﾜﾗﾊﾞｼ 沢原線 1968 (拡幅
2008)

8.1 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅱ 下部工の損傷の拡大や伸縮装置の漏水については、経過観察が妥当 未定

39 ヨサ沢橋 ﾖｻｻﾞﾜﾊﾞｼ 薬師原親倉見線 1993 6.3 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 地覆：剥離・鉄筋露出・うき
防護柵：変形・欠損

R7 Ⅰ

40 刀場橋 ｶﾀﾅﾊﾞﾊﾞｼ 薬師原親倉見線 1983 26.1 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 主桁：ひびわれ 床版：漏水・遊離石灰 防護柵：変形・欠損 下部工：漏
水・滞水 伸縮装置：路面の凹凸

R7 Ⅰ

41 田茂木沢橋 ﾀﾓｷｻﾜﾊﾞｼ 親倉見横川線 1987(推定) 5.3 4.5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ
床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 防護柵：変形・欠損 伸縮装
置：路面の凹凸

R7 Ⅰ

42 水無川橋 ﾐｽﾞﾅｼｶﾞﾜﾊﾞｼ 白川野頭線 1999 14 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・滞水 下部工：漏水・滞水 地覆：変形・欠損 防護柵：変形・
欠損

R7 Ⅰ

43 末沢橋 ｽｴｻﾜﾊﾞｼ 前森末沢線 1981 11.4 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ R7 Ⅰ

44 反橋沢橋 ｿﾘﾊﾞｼｻﾜﾊﾞｼ 反橋線 1990 7.4 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 下部工：漏水・滞水 R7 Ⅱ

基礎底面下までの洗堀は見られていないため構造物の機能に支障は
見られない 未定

45 かじか橋 ｶｼﾞｶﾊﾞｼ 白川窓塞線 2000 56.2 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰｂ 床版：漏水・遊離石灰 防護柵：変形・欠損 路面：舗装の異常 下部工：
漏水・遊離石灰

R7 Ⅰ

46 油小沢橋 ｱﾌﾞﾗｺｻﾜﾊﾞｼ 立小路線 1970(推定) 3.5 6.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰa 床版：漏水・遊離石灰 伸縮装置：漏水・滞水 R7 Ⅱ
橋台基礎底面つま先部の洗堀は構造物の機能に支障を生ずる可能性
があるが、下流側に洗堀防止の袋詰め玉石が設置されており、早期の
対策が予定され、機能の改善が見込まれていることから判定Ⅱとする。

〇 河床低下による洗堀の為、袋詰玉石等設置し、埋め戻す。 300 単独費での施工

47 下野橋(仮称) ｼﾓﾉﾊｼ 下小路下野線 1978 2.5 5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰa 床版：剥離・鉄筋露出・うき 地覆：変形・欠損 R7 Ⅰ

48 2号橋 ﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 富沢道の下線 1978(推定) 2.2 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 対症 ○ ○ ○ ○ R2 Ⅰa 床版：床版ひびわれ 伸縮装置：漏水・滞水 R7 Ⅰ

49 末沢橋 ｽｴｻﾜﾊﾞｼ 前森向町線 1967 34.09 4.5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

50 前森橋 ﾏｴﾓﾘﾊﾞｼ 前森向町線 1981 46.75 6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8 H30修繕完了

51 絹出橋 ｷﾇﾃﾞﾊﾞｼ 本城向町線 1957 90.8 7.5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

52 義経大橋 ヨシツネオオハシ 瀬見温泉街線 1925 90 10 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8 未定

53 森ノ腰橋 ﾓﾘﾉｺｼﾊﾞｼ 白川端大堀線 2021 5.5 4.8 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R7 Ⅰ

54 中沢橋 ﾅｶｻﾜﾊﾞｼ 松根堺田線 1995 19.4 6.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8 R3.1月架け替え竣工

55 上堰橋 ｳﾜｾﾞｷﾊﾞｼ 薬師原鵜杉線 1997 3.3 5.3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

56 小倉見橋 ｺｸﾞﾗﾐﾊﾞｼ 仲神小倉見線 1973 33.42 3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

57 野小倉橋 ﾉｺｸﾗﾊﾞｼ 笹森分校線 1963 4.3 3.6 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

58 向居橋 ﾑｶｲﾊﾞｼ 笹森分校線 1963 28.26 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

59 西野又橋 ﾆｼﾉﾏﾀﾊﾞｼ 大森線 1962 20.06 3.3 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8 H29修繕完了

60 笈之沢橋 ｵｲﾉｻﾜﾊﾞｼ 笈之沢線 1930 2.5 7 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

61 見性寺橋(仮称) ｹﾝｼｮｳｼﾞﾊﾞｼ 見性寺線 1957 2 3.4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

62 旗の沢橋(仮称) ﾊﾀﾉｻﾜﾊﾞｼ 旗の沢線 1958 4 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

63 道の下橋 ﾐﾁﾉｼﾀﾊﾞｼ 道の下線 1986 3 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

64 農道(2)橋(仮称) ﾉｳﾄﾞｳﾊﾞｼ 農道(２) 1966 4.8 4 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8

65 絹出橋歩道橋 ｷﾇﾃﾞﾊﾞｼﾎﾄﾞｳｷｮｳ 本城・向町線 不明 92.8 1.5 最上町 山形県 最上町 無し 無し 無し 予防 ○ ○ ○ ○ R8



設計 修繕 設計 修繕 設計 修繕 設計 撤去 設計 撤去 設計 修繕 設計 修繕

親倉見橋 Ⅲ R7 36.8 〇 〇 5,800 30,000 修繕

富沢橋 Ⅲ R7 113.8 〇 〇 70,000 撤去

西ノ又沢橋 Ⅲ R7 16.1 〇 1,000 単費

油小沢橋 Ⅱ R7 3.5 〇 1,500 単費

0 2 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0

0 2,500 5,800 0 0 30,000 0 42,000 0 28,000 0 0 0 0

5,800 102,500

概算修繕費
（千円）

備考

0 0

R13 R14

R8.3月時点　修繕・撤去スケジュール

R9 R10 R11 R12

5,800 30,000 42,000 28,000

概算設計費
（千円）

該当橋梁数

事業費

合計金額

合計

R8

2,500

橋梁名
判定
区分

点検
年度

橋長



１．対象施設 ４．個別施設の状態等
　　　 最上町が管理する橋梁は、令和8年3月１日時点で６5橋あり、橋長2ｍ ・点検・診断年度：H27年度　Ⅱ（1巡目）R2年度　2（2巡目）R7年度　Ⅲ（3巡目）　
　　以上１５ｍ未満は３3橋、橋長１５ｍ以上は３２橋あります。 　　　　・判定区分：Ⅲ判定

　　　　・判定区分Ⅲ以上の各部材：横構、伸縮装置

５．対策内容と実施時期
　　 【対策内容】
・鋼部材再塗装、横構交換、鏡面防水、橋面舗装、支承金属溶射
伸縮装置交換、排水管交換、銘板工、詳細設計

　　　【実施時期】
　　　 　　令和9年度　詳細設計
　　　　   令和10年度 本工事

６．対策費用

２．計画期間
　　　 定期点検（５年に１回）サイクルを踏まえ、予防保全型、対症療法型の
　　修繕等を考慮し計画期間を設定
　　　　・令和7年度～令和12年度

３．対策の優先順位の考え方
　　　　・点検結果に基づく施設全体の判定区分
　　　　・各部材の損傷程度
　　　　・路線の重要度 舗装の異常ｃ

　　　　・管理区分 腐食ｄ

2,300

500

金属溶射 600

- -

鏡面防水・橋面舗装 3,900

直接工事費計 12,150

諸経費を含んだ工事費
計比率2.3 27,945

-

排水構造である

-

排水管交換、銘板
工、仮設工 1,250

3,600

- -

漏水、遊離石灰ｄ

合計

腐食ｄ

Ⅱ 経年劣化

支承 Ⅱ 水掛かり

下部工 Ⅰ -

伸縮装置 Ⅲa

高欄・地覆 Ⅰ -

その他

主桁 Ⅱ 水掛かり 再塗装

横桁 Ⅲｂ 水掛かり 横構交換

腐食ｂ

腐食ｂ

- 伸縮装置交換

床版 Ⅱ 防水不良

最上町　橋梁長寿命化計画［個別施設計画］

親倉見橋　個別施設計画

部材名
判定
区分

劣化
要因

損傷内容 対策内容
概算工事費

（千円）

0

1

2

3

4

5

6

7

橋
梁
数
（
橋
）

建設年度

建設年度別の橋梁数

橋長15ｍ以上

橋長15ｍ未満

架設30年以上架設50年以上



１．対象施設 ４．個別施設の状態等
　　　 最上町が管理する橋梁は、令和8年3月１日時点で６5橋あり、橋長2ｍ ・点検・診断年度：H27年度　Ⅱ（1巡目）R2年度　Ⅲ（2巡目）R7年度　Ⅲ（3巡目）　
　　以上１５ｍ未満は３3橋、橋長１５ｍ以上は３２橋あります。 　　　　・判定区分：Ⅲa判定

　　　　・判定区分Ⅲ以上の各部材：高欄、地覆

５．対策内容と実施時期
　　 【対策内容】
・防護柵復旧

　　　【実施時期】
　　　 　　令和8年度　

６．対策費用

２．計画期間
　　　 定期点検（５年に１回）サイクルを踏まえ、予防保全型、対症療法型の
　　修繕等を考慮し計画期間を設定
　　　　・令和7年度～令和12年度

３．対策の優先順位の考え方
　　　　・点検結果に基づく施設全体の判定区分
　　　　・各部材の損傷程度
　　　　・路線の重要度
　　　　・管理区分

合計
直接工事費計 435

諸経費を含んだ工事費
計比率2.3 1,000

路面の凹凸その他 Ⅱ
経年劣化

凍害

435

伸縮装置 Ⅱ 経年劣化路面の凹凸e,漏水，滞水e

高欄・地覆 Ⅲa
外力、

経年劣化
変形・欠損 高欄補修

支承 Ⅰ

下部工 Ⅱ 経年劣化 洗掘c

横桁 -

床版 Ⅱ
経年劣化

凍害
漏水、遊離石灰ｄ

最上町　橋梁長寿命化計画［個別施設計画］

西ノ又沢橋　個別施設計画

部材名
判定
区分

劣化
要因

損傷内容 対策内容
概算工事費

（千円）

主桁 Ⅰ

0

1

2

3

4

5

6

7

橋
梁
数
（
橋
）

建設年度

建設年度別の橋梁数

橋長15ｍ以上

橋長15ｍ未満

架設30年以上架設50年以上



１．対象施設 ４．個別施設の状態等
　　　 最上町が管理する橋梁は、令和8年3月１日時点で６5橋あり、橋長2ｍ ・点検・診断年度：H27年度　Ⅲ（1巡目）R2年度　Ⅲ（2巡目）R7年度　Ⅲ（3巡目）　
　　以上１５ｍ未満は３3橋、橋長１５ｍ以上は３２橋あります。 　　　　・判定区分：Ⅲｂ判定

　　　　・判定区分Ⅲ以上の各部材：主桁、下部工

５．対策内容と実施時期
　　 【対策内容】
・修繕費、撤去費を比較検討した結果、撤去の方が安価であり、
橋自体利用者がいないため、撤去とする。

　　　【実施時期】
　　　 　　令和11年度～令和12年度　

６．撤去費用

２．計画期間
　　　 定期点検（５年に１回）サイクルを踏まえ、予防保全型、対症療法型の
　　修繕等を考慮し計画期間を設定
　　　　・令和7年度～令和12年度

３．対策の優先順位の考え方
　　　　・点検結果に基づく施設全体の判定区分
　　　　・各部材の損傷程度
　　　　・路線の重要度
　　　　・管理区分

合計
直接工事費計 30,435

諸経費を含んだ工事費
計比率2.3 70,000

30,435撤去費

最上町　橋梁長寿命化計画［個別施設計画］

富沢橋　個別施設計画

部材名
判定
区分

劣化
要因

損傷内容 対策内容
概算工事費

（千円）

0

1

2

3

4

5

6

7

橋
梁
数
（
橋
）

建設年度

建設年度別の橋梁数

橋長15ｍ以上

橋長15ｍ未満

架設30年以上架設50年以上



１．対象施設 ４．個別施設の状態等
　　　 最上町が管理する橋梁は、令和8年3月１日時点で６5橋あり、橋長2ｍ ・点検・診断年度：H27年度　Ⅰ（1巡目）R2年度　Ⅰa（2巡目）R7年度　Ⅱ（3巡目）　
　　以上１５ｍ未満は３3橋、橋長１５ｍ以上は３２橋あります。 　　　　・判定区分：Ⅱ判定

　　　　・判定区分Ⅲ以上の各部材：下部構造

５．対策内容と実施時期
　　 【対策内容】
・下部工埋戻し

　　　【実施時期】
　　　 　　令和8年度　

６．対策費用

２．計画期間
　　　 定期点検（５年に１回）サイクルを踏まえ、予防保全型、対症療法型の
　　修繕等を考慮し計画期間を設定
　　　　・令和7年度～令和12年度

３．対策の優先順位の考え方
　　　　・点検結果に基づく施設全体の判定区分
　　　　・各部材の損傷程度
　　　　・路線の重要度
　　　　・管理区分

最上町　橋梁長寿命化計画［個別施設計画］

油小沢橋　個別施設計画

部材名
判定
区分

劣化
要因

損傷内容 対策内容
概算工事費

（千円）

橋台 Ⅲb 洗掘 橋台つま先部の洗堀 河床埋戻し 652

合計
直接工事費計 652

諸経費を含んだ工事費
計比率2.3 1,500

0

1

2

3

4

5

6

7

橋
梁
数
（
橋
）

建設年度

建設年度別の橋梁数

橋長15ｍ以上

橋長15ｍ未満

架設30年以上架設50年以上


